
分子消化器病 (2008.06) 5巻2号:151～155.

【消化器疾患におけるアポトーシスを見直す】 
抗癌剤はどのような分子機構を介してアポトーシスを誘導するのか?

丹野誠志, 高後 裕
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抗癌剤は澄めような分子機犠を介して
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特集蟻消化器疾患に識けるアボトーシスを見直す

抗癌剤の多くはＤ蕊Ａや微小管といった，細胞にとっ

て必要不可欠な構成成分を標的として損蕩を与えてお

り，それらの損傷がアボトーシス誘導においても重要な

役割を果たしている癌細胞には、抗癌剤によって受け

た損傷とその重擁度を認識するためのセンサーとなる細

胞内分子機講が存在しており，これらが細胞の損傷程度

に応じてアポトーシス誘導の制御をおこなうと考えられ

ている．

本稿では，抗癌剣がどのような分子機構を介してアポ

トーシスを誘導するのか，これまでの報驚を中心に，関

連する研究結果について概説する．
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抗癌剤で誘導され為アポトーシスには，ミトコンドリ

ァとデスレセプター（deathrec燈ptor）を介した２つの

経路が考えられている〈図靭)蝉，いずれの経路もカス

パーゼの活性化を介してアポトーシスを引き起こすこと

多くの抗癌劃紘癌細胞艇おおにアボトーシス種＃

誘導することで最迩作用を発揮する。抗癌剤に鴬；
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よって誘導されるアボトーシススか霧くはカスベ､

パーゼ経路を介することが報告されて識ひＩミ§

ﾄｺﾝドﾘｱやデｽﾘｾプ蒙苧を介するｼグ舛
ルがカスバ今ゼ経路の活性化に溺与し鷺いる、綴

さらに､さまざま藤誘毒ゼに鍋ｼグ詠弛伝’『
達経路の灘獅抗織によるｱボﾄーｼｽのfヅ
制御に重要な役割を桑だしており，鐘＜Iこスト息：

_一説ｊ_輯-｣'呂

膨蕊答泰圭一鐘這あるp38MAPk<を介する;:＃
経潅の活性継感読癌剤によ患総胞の損傷溌ア:，

脚qJ孟叶.課･",:~,,脚,

ポドーシスジグま避添と変換:し§『アボトー激ズb；

誘導過程にお磯這重要雷あることが明らかに獣
． 鷺 騨

葱って:きだ$Ｊ猿癌剤がアポトーシス透誘導する１苧

分子機構稜解弱す窓逗とは，抗癌溌鯵効果増強〆：

や副作照の軽減風翁子標総:蕊などの新規薬熱溌穏（
..’--.沖蕊’

識瞳も役立重も(､と期待される，…

《了へ鋒＝…擬(怠窓:臭驚く八毎$磯｡需謝為:退懲…;黒鴬箪急ぎ…一パ

篭蕊撫漉ゼ依存性ｱボﾄーｼｽ

弱(151）










	cover
	2011年10月18日10時43分29秒

